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ナ こ 発 発を起 携中 な を ㎈る の に ン５ す コ す る すら、 るし）。
引き続き行われた質疑応答での主な発言要旨
は次のとおり。

Q： 桰 個 皡く
産学官の力を結集させて課題を突破していかれること
を期待する。



中経連会長として
４年間の在任中、微力
ながらも中部圏の発展
に尽くしてまいりまし
たことを、誇りに思い
ますとともに、皆様の
多大なるご支援・ご協
力に、深く感謝申し
上げます。

現在、皆様ご承知のとおり、新型コロナウりス
全世界で猛威をふるっております。亡くま∵し順

臭きも弔楓の賑皆久に涯診診ももが▲ｓととも ば崖部

張ばともィね おま崩もも順
医療従事者をはじめ、最前線にてご尽力いただいて
いる方々に、心より敬意を表します。
コロナ禍で世界経済は深く傷つき、各国はいまだ
経済再建の道筋を示せないでいます。中部圏におい
ても、人々の安全で安定した生活が脅かされ、地域
経済は深刻な打撃を受けており、倒産・廃業・失業
による地
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さ い 生かかしま井

刻い
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Ξいするとともに、企業や東京
一極集中などの構造的問題を抱えとり

わけ、経済界が一体となり国を動かした国土強靱化
税憎長を務めてい

ました。委員長として「中部圏の真の創生」のための
方策を提言し、その実現を目指して４年間、地域の創
生に全力を注いで∵介 擔 �

め 僲源に 丈 ｿ 徐靚員 焃注 し僲 靚た拶W靚 介Ü介 X、瀧策し し ミ�クを経て、経済社会の構造やビジネス
モデル、人々の生活、すべてが大き

く変わることと思い
ます。世界の変化をしっかりと捉え、中部圏各地域の
情報にも精通される水野会長は、この難局において、
変革を推し進めるリーダーにふさわしい方であります。
私の好きなヨットは向かい風でも前に進みます。

風を読み、生かすことで力強く海上を走ります。水野
会長のもと本日スタートした新しい中経連も、世界の
変化をしっ�、

部圏各地域の関係者の
皆様の声を聞いて、力強く前進していくもし



この度、中経連会長にあまり続いた新型コロナウイルスの緊急事態宣
言が、５月

25日、全国的０ひ発化しています。
わが国でも、第２波を警戒しつつ経済活動を再開す
る局面に入りました。完全な正常化にはまだ時間を
要すると思われますÅ膐ジタル化やサプ

ライチェーンの組み換えなどが世界規模で一気に
進むことが想定されます。
今年２月、私が委員長を務める中経連経済委員

会は、提言書「令和新時代に求めら丼経求

求∵らミ

くわわ経経経∵ 川∵ 粗と環る員鷹�舘Ш環え蓄ァァ始始‥檎檎蓄酬ベゑ∵究 環∵巽領Ü務ん環や換∵酬ｍ環ｖひれブ環とç∵∵ララ∵唐ぬチ底環㎈年ぬｆ定ワきッきクきにき鑑きみきまきすきとき、き本き提き言きはきしきてき大きげきさきひきもきのきできはきひきくき、きこきのき機きにき、きわき
は、さまざまな

課題に直面しています。中部圏をリニア中央新幹線の開業により形
成さ

のリーダー
シップのもと、皆様と合意いたたいの 雇とミ䳡獞硝 麟 Ｒ檉硝と嶕行 ソ

ｈ 会 とZ
庫 硝
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第９回定時総会および第35回理事会での理事・副会長の選任に伴い、委員会体制を以下のとおり改めた。
中経連は、12委員会・１懇談会の体制で、内外の経済社会などに関する諸問題について調査研究・提言を


